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研究成果の概要（和文）：本研究は、映画の同一場面を素材としたレベル別WBT型英語学習教材を開発し、多く
の大学にて実施されている習熟度別教育の効果を上げることを目的としている。開発教材は、動機付けに効果的
な映画のうち、医療系大学での活用を念頭に置いて医療関連素材を厳選し、ESP（特定目的のための英語）アプ
ローチに基づいて制作されている。医療系学部の大学生を対象とした縦断的調査の結果、習熟度、英語学習への
関心に関わらず、学習者は同一形式で制作されたEGP（一般目的のための英語）教材よりもESPアプローチで制作
された本教材の方を有意な割合で有用だと評価し、英語運用能力についてはESP、EGP教材共に有意な上昇が観測
された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop WBT (Web-Based Training) materials 
with the use of medically themed films and examine their effect on learners. With the ever 
increasing need for ESP, the use of medically themed films was deemed to have the potential to 
motivate students in medical-related disciplines further in their studies of both language and their
 chosen fields. A one-year experiment was conducted in order to examine learners’ evaluation and 
preferences regarding films used in English classes. The results revealed that more than 70% of the 
participants preferred learning with medically themed films to learning with generally themed ones, 
regardless of their proficiency and interest in learning English. This suggested that an ESP 
approach with the use of medically themed films adequately addresses the needs and preferences of 
learners. It was also found that the film-based ESP material is effective in improving learners’ 
listening abilities.

研究分野：外国語教育
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１．研究開始当初の背景 

（1）急速に多様化が進む大学生の学力に対

応するため、現在多くの大学にて習熟度別教

育やリメディアル教育が実施されている。習

熟度別教育においては、レベルの異なるクラ

スごとに全く内容の異なる教科書で授業が

進められることが多いが、同一科目の場合、

少なくとも取り上げる題材やテーマは同一

のもので学習し、到達目標とするスキルをク

ラスのレベルに合わせて指導するのが本来

の姿であろう。ただ、そうした同一題材によ

るレベル別教材が現在不足しているのが現

状である。また、リメディアル教材に目を向

けた場合、語彙、文法項目等に関しては、入

念な検討が加えられているものの、題材や素

材自体は従来の教材と大差ないものが多く、

一見中学校の教科書と見間違うものも存在

する。これまでの英語学習で躓いてしまった

学習者には、同じ教科書をもう一度やり直さ

せるという従来型のアプローチではなく、こ

れまでと異なるアプローチが不可欠である。

つまり、大学生を対象としたリメディアル教

材開発においては、成人が高い興味・関心を

示す素材の活用が求められている。 

 

（2）一方、映画は、学習者の習熟レベルに

関係なく、学習者が極めて高い関心を示す素

材として英語教育においても広く活用され

ているが、聴解力向上に関する実証研究は限

られており、指導法研究や教材開発の点にお

いてはまだまだ十分とは言えない状況にあ

る。また、映画を扱った学習教材も各種出版

されているが、レベルは総じて高めで、初級

レベルの学生に活用できるものや、リメディ

アル教育を念頭において製作されたものは

非常に限られている。このように、動機付け

への高い効果が実証されている素材が、動機

付けに大きな問題を抱える学習者、すなわち、

英語を不得意とする学習者にこれまで十分

に活用されてきていないという現実がある。 

 

（3）こうした現状を踏まえ、本研究代表者

は、習熟度別教育やリメディアル教育での利

用を念頭においたレベル別英語教材の開発

を計画し、パブリックドメイン映画 2作品を

活用することで e-learning に対応した映画

英語教材を開発し、その効果を実証してきた

（角山, 2013a, 2013b; Kadoyama & Ochi, 

2012）。上述の研究では EGP（English for 

General Purposes, 一般目的の英語）の視点

から教材を開発したが、近年 ESP（English 

for Specific Purposes, 専門分野別英語教育）

へのニーズが高まってきており、その対応が

望まれているところである。ESPにおける映

画の活用という分野においては、工業系の大

学生向けの井村・Figoni（2013）による実践

報告など、まだその数は限られており、医療

関連分野は言うまでもなく、教材化への取り

組みはまだ緒に就いたばかりである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、映画の同一場面を素材とした難

易度の異なる 3レベルの e-learning対応型英

語学習教材を開発し、現在多くの大学にて実

施されている習熟度別教育やリメディアル

教育の効果を上げることを目的としている。

開発教材は、動機付けに効果的とされる映画

を活用し、習熟度や動機付けの点で大きな差

がある大学生の基本的英語コミュニケーシ

ョン能力の向上を目指したものであるが、特

に、医療系大学での活用を念頭に、医療や福

祉など、学習者の専攻分野に関連した内容を

扱った素材を題材とすることで ESP にも対

応できるものとなっている。 

本研究の期間内に明らかにしようとする

点は次の 3点である。 

 

（1）習熟度別教材、リメディアル教材開発



における映画素材の活用可能性およびその

有用性 

映画という膨大な作品群の中に、ESP、特

に医療系大学生向けの英語教育の視点から、

習熟度別教育やリメディアル教育に活用で

きる場面が実際に存在するのか、また、それ

らを活用して体系的な学習システムが開発

できるのかを実際の教材開発を通じて明ら

かにする。 

 

（2）開発教材の学習者への動機付けへの効

果 

リメディアル教育を必要とする習熟度の

低い学習者にとって、映画を活用した英語教

材が従来の教材と比較して特に高い興味・関

心を呼び起こし、自発的な学習へと結びつく

ものとなりえるのかどうか、学習者への事

前・事後調査により、効果を測定する。 

 

（3）開発教材の英語運用能力向上への効果 

本研究における開発教材が学習者の英語

コミュニケーション能力向上に及ぼす効果

を、適切な方法により測定し、本開発教材の

有効性を実証する。 

 

３．研究の方法 

本研究の目的を達成するために、次のよう

な計画および方法によって研究を遂行した。 

 

（1）コースウェアの大枠決定 

まず、研究代表者の勤務校の大学生を対象

とした共通英語運用能力テストおよび質問

紙法により、学生のニーズおよびレベルの把

握を行い、習熟度別教育用教材に必要とされ

るレベル・到達目標についてまとめた。並行

して、すでに開発されている習熟度別大学用

英語教材の調査を行い、シラバス・デザイン

や必須項目、演習方法等について評価を加え

ると共に、前述の検討結果と比較しながら、

必須項目となる指導項目やレベルを選定し、

コースウェアの大枠を決定した。 

 

（2）ESP の視点による映画の素材研究およ

び教材開発 

次に、コースウェアの素材となる映画の収

集および内容の調査を実施した。大学生の専

攻および関心等を考慮しながら、医療分野に

関連性の深い映画の収集を行うと同時に、収

集した映画の実際の発話データを作成した。

調査においては、パブリックドメイン映画を

含めて 20 作品を候補として検討した。先に

選定した指導項目と発話データとを検索す

るプログラムを活用しながら、映画の場面選

定を行うと共に、設問・演習等の教材開発に

着手した。教材は習熟度別教育（A～C レベ

ル）に対応するよう 3種類開発する予定であ

ったが、習熟度別教育の運用実態に合わせて

修正を加えた。候補として選定した場面につ

いては、実際に大学生に視聴させて、興味・

関心についてフィードバックを受けながら

最終的な選定作業を進め、開発教材について

も実際に大学生に試用しながら、難易度等に

必要な修正を加えた。また、場面選定の結果、

パブリックドメイン映画が活用できる場合

は、選定場面ごとにチャプターを区切るなど

した学習用映画 DVD を制作することとした。 

 

（3）e-learning 用プログラムへのコンテン

ツ移植 

開発教材について、e-learningに対応でき

るようコンテンツの移植および必要な修正

を行ったが、映画の著作権に配慮し、著作権

法上問題のない部分についてのみ e-learning

化した。使用するプログラムとしては、各種

コース管理システム（CMS）を念頭に置いて、

機能、操作性等、様々な観点から検討を加え



た結果 Moodle を選定し、新規に専用サーバ

を構築した。また、開発教材については、ブ

レンディット・ラーニングを実践できるよう

に、テキスト版も製作し、e-learning独自の

コンテンツも必要に応じて製作した。 

 

（4）開発教材の試行および評価 

開発教材を試行しながら、学習者への動機

付けおよび英語運用能力向上への効果につ

いて、質問紙法および共通テストにより測定

すると共に、その結果を踏まえながらプログ

ラムに必要な修正を行った。 

 

４．研究成果 

（1）医療系学部の大学生が医療に関わる

様々な問題について考えることができるテ

ーマを含んでいるか否か、および、言語機能

別シラバス・デザインによるコミュニケーシ

ョン指導用の英語教材化が可能か否かとい

う 2 つの視点から 20 作品を検討した結果、

『レナードの朝』（Awakenings）、『パッチ・

アダムス』（Patch Adams）、『私の中のあな

た』（My Sister’s Keeper）の 3作品を選定し、

レベル別WBT（Web-Based Training）教材

および学習用テキストをそれぞれ開発した。

教材の習熟度は当初 3レベルを想定していた

が、勤務校の学生を対象とした共通英語能力

テストの結果およびクラスサイズ等、実際の

習熟度別教育運営上の問題を勘案の上、上級、

初級の 2レベルに変更した。また、選定映画

にパブリックドメイン映画は含まれなかっ

たため教材用 DVD の作成は実施しなかった。 

 

（2）まず、先行して開発した『レナードの

朝』（上級版）に基づくWBT教材を活用しな

がら、専攻分野と関連のない一般的な映画を

扱ったEGPアプローチと比較する形で、ESP

アプローチの効果を横断的調査により検証

した。その結果、一般の映画を活用したWBT

教材と有意差のない高い動機付けおよびリ

スニング能力向上への効果が確認され、ESP

アプローチの有効性が実証された。 

 

（3）次に、リメディアル教材開発の視点か

ら習熟度の低い学習者への学習効果を確認

するため、『レナードの朝』（初級ベータ版）

の効果を検証した。その結果、動機付けに関

しては上級版同様高い効果が確認されたも

のの、リスニング能力向上については有意な

上昇は観察されなかった。実験結果を受け、

初級版については、演習の難易度、分量に調

整を加えた修正版を作成した。また、授業外

での自主学習用コンテンツを追加し、授業

内・外ブレンド型授業によりWBT教材を活

用させる形式とした。その結果、復習用ツー

ルとしての活用と比べ、学習者の授業外学習

時間の増加に貢献し、リスニング力向上にも

効果的であることがわかった。 

 

（4）続いて作成した『パッチ・アダムス』（上

級版・初級版）に基づくWBT教材を活用し

ながら、ESPアプローチと EGPアプローチ

に関する学習者のニーズや好みを縦断的調

査により明らかにした。その結果、学習者の

習熟度および英語学習への興味・関心の度合

いに関係なく、医療系学部の大学生は EGP

アプローチと比較した場合 ESP アプローチ

により制作された学習教材の方を好む傾向

があることが確認された。このことから、

ESP アプローチは教員の視点だけでなく学

習者の視点からも効果的な教授法であるこ

とが実証された。 

 

（5）リスニング演習と並んで医療テーマに

関するディスカッションを学習コンテンツ

の中心として位置付けたが、ICTの活用およ



びアクティブラーニングの手法を活用する

ことにより、効果的な運用が可能であること

がわかった。 

 

（6）本研究では習熟度別授業における運用

における効果を主に検証したが、本WBT教

材はその運用の仕方によっては単一クラス

内における学力差にも対応することが可能

である。例えば、上級、初級の両方のレベル

の問題をWBTの学習者メニューに提示して

おき、クラス内で上位の学習者には授業外で

レベルの高い問題にチャレンジさせ、下位の

学習者には易しい問題から始めさせるなど、

学習者の多様化に対応したきめ細かな指導

を行うことができる。 

 

（7）今後の方向性だが、今回有効性が実証

されたESPアプローチによるWBT教材の数

を増やしていくことが肝要だと考える。今回

WBT 教材を作成した上述の 3 作品に加え、

選定作業において上位に残った『ドクター』

（The Doctor）、『小さな命が呼ぶとき』

（Extraordinary Measures）、『ロレンツォの

オイル/命の詩』（Lorenzo’s Oil）についても

教材開発の準備は整っており、順次開発を進

めていく予定である。これにより、ESPアプ

ローチによる教材不足という現状の改善が

期待される。 
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